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研究成果の概要（和文）：政府間での公共インフラの供給を一般均衡における政府間の戦略ゲームとして考え、
財の生産に混雑の発生しない公共インフラを供給する２国間での貿易について、初めに伝統的な貿易モデルで、
複数均衡の可能性を指摘した。そしてリカード的な一般均衡のゲームで、大国の方がインフラにより依存する財
を輸出し、両国とも貿易利益を得ることを示した。この結果は従来の比較優位論と類似しているが、ゲームの場
合には不効率な生産が生じる可能性と全ての面で同一な国の間でも貿易が生じる可能性が指摘できた。そこで詳
細な分析で、非対称均衡の性質を明らかにし、財の生産に混雑を伴う公共インフラでは非対称均衡は存在しない
ことを示した。

研究成果の概要（英文）：We considered the supply of public infrastructure of the increasing return 
type in a traditional general equilibrium trade model and pointed out the possibility of the 
existence of the multiple equilibria. Then, we introduced the strategic supply game between 
governments and showed in a model of Ricardian type that the principle of comparative advantage 
carries over even in the game and trade is gainful to both countries. In the game setting, however, 
the analysis revealed that the production inefficiency may emerge at the equilibrium and the 
asymmetric equilibrium possibly appears between identical countries. Proceeding with a more detailed
 analysis, we investigated the properties of this asymmetric equilibrium. Additionally we showed the
 equilibrium to become symmetric necessarily if the infrastructure is the type of diminishing 
returns. 

研究分野：国際貿易

キーワード： 戦略的ゲーム　公共インフラ　比較優位論　非対称均衡

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の世界経済は中国の「一帯一路」構想とアメリカ・日本を中心とする「自由で開かれたインド・太平洋」構
想の間での世界経済の覇権争いが顕著になっている。特にこうした国々が大規模な公共インフラを戦略的に供給
することで、周辺諸国との貿易を自国に取り組み、貿易による勢力拡大を図り、自国の経済厚生を高めることに
ある。このような国家間の戦略的公共インフラ供給は世界経済のブロック化を促進させて、世界経済を悪化させ
る可能性がある。このような場合において、世界経済の悪化を防止するような経済的手段の考察に役立つと考え
られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年の世界経済は中国の「一帯一路」構想とアメリカ・日本を中心とする「自由で開かれ
たインド・太平洋」構想の間での覇権争いが顕著になっている。特にこうした国々が大規模
な公共インフラを戦略的に供給することで、周辺諸国との貿易を自国に取り組み、貿易によ
る勢力拡大を図り、自国の経済厚生を高めることにある。このような大国間での戦略的イン
フラ供給が世界経のブロック化と不安定を引き起こす恐れがあるのではないかという問題
意識を背景にしている。このテーマの分析にあたっては、これまで公共中間財の存在する伝
統的一般均衡モデルによる比較優位論の研究に精力的に取り組んできて、その研究蓄積を
もとにして、新たにゲーム論的な枠組みでとらえ直して、この問題を理論的に考察すること
にした。 
 
 
２．研究の目的 
  
大国の政府間での自国の経済厚生を最大化するような戦略的な公共インフラの供給による政府
間のゲームを考え、その均衡における貿易の性質を考察して、それがその周辺地域の経済のどの
ような影響を与えるかを分析する。そして、こうした大国の戦略的行動が地域経済のブロック化
や不安定化をどのような場合に引き起こすかを考察することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
  
本研究課題の担当研究者はこれまで公共中間財を貿易モデルに導入して、伝統的比較優位論の
頑強性の理論的検証を精力的に行ってきた。分析に当たっては、その蓄積された分析方法と知見
を用いて、理論的なモデル分析を基本として、そこに、ゲーム論の理論的な応用を行っている。
シミュレーション分析や計算ソフト、あるいはデータを用いた実証分析に依存せず、純粋に理論
分析に依拠して、均衡解の質的性質を考察している。 
 
 
４．研究成果 
  
 以下では本研究期間で得られた主な研究成果を時系列的に列挙していく。 
 
 （１）伝統的な比較優位論の枠組みで公共インフラの存在する場合の貿易論で見過ごされてき
た問題に取り組んだ。各生産部門に特殊的要素がある場合のヘクシャー・オリーン型の小国モデ
ルに混雑を伴わない、いわゆる環境創出型の公共インフラを導入すると、生産関数がある一定の
条件を満たすときには、生産可能性フロンティアが伝統的な凹形にならず、波形となる。この場
合、貿易財の国際価格が与えられたときのこの小国の貿易均衡は複数存在する可能性があるこ
とが示された。また貿易のパターンは比較優位論に従わず、比較劣位な財を輸出する可能性や貿
易が国に損失をもたらす可能性を示した。さらにリカード的なモデルに収穫逓減的な公共イン
フラを導入したモデルで比較優位について、均衡の動学的な安定条件を用いて均衡の性質を分
析し、労働賦存量の小さい国ほど公共インフラに生産が依存する財に比較優位を持つことを示
した。 
 
 （２）リカード的な国際貿易モデルに環境創出型の公共インフラを導入したモデルを用いて、
各国の政府が自国の経済厚生を最大にするための戦略的な公共インフラ供給を行う状況を想定
すると、各国の公共インフラの供給量は他国の供給量に相互依存して決まるため、ゲーム論的接
近が必要になる。これを非協力的な純粋戦略同時型ゲームで設定し、その均衡としてナッシュ均
衡を考える。分析はナッシュ均衡を求めて、その均衡での貿易のパターンと各国の経済厚生を見
ていくことである。分析結果として、規模の大きな国が公共インフラにより強く依存する財を輸
出し、各貿易国は必ず貿易利益を享受できることが示された。この結果は伝統的比較優位論の結
果と質的に同じであるが、本論では政府の非協力的な戦略的行動によって生産が非効率的にな
る可能性があることや、全ての面で同一の２国間の均衡は、公共インフラが混雑を伴わないこと
によって非対称となりうることが示されている。 
 
 （３）全く同一の経済でも動学的調整メカニズムや経済間の相互依存の仕方によっては非対称
均衡が出現するという問題は Symmetry-breaking の問題として知られている。（２）の分析にお
いて我々の貿易モデルでは均衡が Symmetry-breaking となることが明らかになったため、混雑



を伴わない、いわゆる限界生産性が逓減するような公共インフラの下でこの問題の考察を行い、
その場合には全く同一の国家間での均衡は財、要素、インフラの種類や国の数にかかわらず、必
ず均衡は対称となり、したがって貿易は生じないことが示された。この原因は生産可能性フロン
ティアがこの場合、凹形になることによるものである。 
 
 （４）公共インフラ供給が政府によって戦略的に行われるような類似的な二国の間での政府間
ゲームの解が二国間で非対称になるという（２）で示された結果をさらに詳細に検討するため、
（２）で用いたリカード的なモデルで効用関数の一般化と貿易コストの導入を行い、その下で二
国間のナッシュ均衡が必ず非対称均衡となる条件を導出した。その結果、財の選好の偏りが大き
いほど、また貿易コストが低いほど非対称均衡が唯一の均衡となることが明らかとなった。更に
両国とも非対称は均衡で貿易利益を得るが両国とも特化ならば貿易利益の大きさは等しくなる
が、特化国と不完全特化国にわかれる場合には特化国の方が貿易利益は大きくなることが示さ
れた。この分析は他のいくつかの国内政策に関する政府間の戦略ゲームへの適用や二財モデル
の多数財への拡張についての見通しも行っている。 
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